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１．はじめに 

 2007 年 7 月 16 日に発生した新潟県中越沖地震（Mj=6.8）では，柏崎平野の数点で震度６強の大きな揺れが

観測され，住宅，道路・橋梁，地中埋設管など多くの被害が生じた．被害原因を明らかにするためには，被害

地点の地震動を適切に評価した上で，液状化，地盤すべりなどとの関連についても調査する必要がある．観測

値を用いて地震動分布を評価するためには，地盤条件の影響を適切に考慮することが不可欠である．澤田ら 1)

は，若松ら 2)の地形分類を利用して 250m メッシュ地震動分布を柏崎市中心部から半径 20km 程度の範囲につ

いて評価している．本報告では，より詳細かつ高精度の地震動分布を得るため，ボーリングデータを収集・デ

ジタル化し，石田ら 3)と同様に 50m メッシュでの AVS20（深さ 20m までの平均 S 波速度）評価と SI 値分布推

定を，ボーリングデータが豊富でかつ地震動も大きい柏崎平野内に絞って行う． 

２．強震観測記録の特徴  

 柏崎市役所内の K-NET4)及び自治体震度計 5)の他，東京電力(株)柏崎刈羽原子力発電所 6)，鏡町供給所 7)，JR

柏崎駅 7)，柏崎 IC7)，等多くの強震記録が得られ，かつ公開されている．加速度応答スペクトルの比較を図 1

に示す．柏崎刈羽発電所及び西山町など北側の表層が薄い地域では周期 0.5 秒前後が卓越しているのに対し，

KNET 柏崎や刈羽村役場など南側の堆積層が厚い地域では周期 2 秒前後のやや長周期が卓越している．特に，

刈羽村役場では周期 3 秒に近い成分が卓越し，短周期成分が小さいのが特徴的である．このように，地盤条件

の差異は地震動特性に大きく影響している． 

３．柏崎平野における 50m メッシュ地盤パラメータ評価  

 自治体の協力を得てボーリングデータを収集し，新潟県平野部の地盤図集 8)9)や地震観測点などの公開デー

タ等 1)を加え，デジタル化を行った．そして，道路橋示方書の式(1)を用いて N 値から S 波速度を推定し，AVS20

を式(2)により算出する． 
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各点での AVS20 から距離の重みで空間補間をして 50m メ

ッシュデータを作成する．平地と山地を区分するため，標

高 50m 以下の地域を対象とする．得られた分布を図 2に示

す．ここでは地形分類を考慮していないが，海岸沿いの砂

丘部分では，低地部に比べ AVS20 が 100m/s 程度大きいこ

とがわかる．ただし，丘陵との境界付近はボーリングデー

タが乏しいこともあり明瞭でない．SI 値増幅度λと AVS20

の関係は，次式により評価する 3)． 

18.2)20(log785.0log 1010 +⋅−= AVSλ   (3) 
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図 1 加速度応答スペクトル（減衰 5%）の比較 
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図 2 50m メッシュの AVS20 分布（道路橋示方書式）   図 3 推定 SI 値分布（距離の重み） 

    ○はボーリング地点での値を示す          ○は観測値を示す 

４．柏崎平野における 50m メッシュ地震動分布推定 

50m メッシュ AVS20 データを用いて，観測値の空間補間により得られた SI 値分布を図 3に示す．距離減衰

式をトレンド成分とした Kriging 法でも行ったが，海岸沿いの砂丘部分が大きくなる傾向になり，柏崎平野内

のみを対象とする場合は，石田ら 3)と同様に距離の重みで評価した図 3が現時点では妥当と思われる． 

５．まとめ  

 本研究では，柏崎平野のボーリングデータを収集して，50m メッシュ AVS20 データを作成し，これを用い

て，多くの機関による地震観測値の空間補間を行い，詳細な地震動分布を評価した．今後さらに収集すると共

に，地形分類を考慮して丘陵側との境界を明瞭にした AVS20 評価を行い，推定精度を高めていく予定である． 

本研究では，柏崎市，刈羽村よりボーリングデータを提供頂きました．また，気象庁，新潟県，防災科研，

東京電力株式会社，NEXCO 東日本，東日本旅客鉄道株式会社，柏崎市ガス水道局，による観測記録を利用さ

せて頂きました．記して関係の皆様に感謝の意を表します． 
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